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ラプラシアンに関連した方程式の解及びその方程式を
満たす関数の境界挙動に興味を持ち研究しています。
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研究紹介 楕円型偏微分方程式の境界値問題及び尖細集合に関する研究

万有引力のポテンシャルや点電荷の間に働く
クーロン力のポテンシャルなどは自由空間でラプ
ラスの方程式を満たします。ラプラスの方程式を
満たす関数を調和関数と呼びますが、この調和関
数に関連した数学の分野をポテンシャル論と呼び
ます。
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・境界値問題の研究
ある領域においてその境界上に関数を与えたとき、領域の内部で調和となっていて境界上では境界
上で与えた関数に等しくなるような関数を求める問題を、第一種境界値問題(ディリクレ問題)と呼
びます。この他にも境界上の関数の条件を変化させた第二種境界値問題(ノイマン問題)と呼ばれる
ものがあります。これらの問題について、領域を角領域や柱状領域を始めより一般の場合について
も扱い、また扱う関数としても多重調和な関数にしたものを含めて研究対象にしています。

・尖細集合に関する研究
調和関数の条件を緩めた関数に優調和関数や劣調和関数が有ります。調和関数を含めたこれらの関
数の境界挙動については除外集合として尖細集合や希薄な集合により特徴付けることができます。
これらの集合についての定性的・定量的な性質を研究対象にしています。また、熱方程式を満たす
関数である熱解についても同様の問題を考えています。


